
 
 

第４章 シナリオ 

 

４．１ シナリオについて 

定量的又は定性的に想定する被害について、時間の経過とともに変化する被害様相と応

急対策の実現を描き出す「シナリオ」を作成することで、地震による被害の全体像を把握

するとともに、神奈川県の地震に対する脆弱性や課題を明らかにした。シナリオ検討の結

果、作成したシナリオやシナリオ検討の過程で明らかになった課題は、今後地震防災戦略

の見直し、地域防災計画の修正等を行う際の基礎資料となるものである。 

今回のシナリオ型被害想定の５つの特徴を以下に示す。 

 

(1) 重要施設の被害想定 

東日本大震災では、市町村庁舎等、災害対策実施の拠点となる重要施設が機能喪失し、

初動対応のみならず、長期にわたり重大な影響を与えた。このため、重要施設の耐震性

等から、災害時の機能性を評価している。 

 

(2) 県災害対策本部のシナリオ 

県の災害対策の中心となる県災害対策本部のシナリオ（地震発生後の対応を時系列で

示したもの）をとりまとめた。神奈川県災害対策本部及び現地対策本部等における対応

として、主要な災害対策を網羅し、概観するとともに、災害対策本部の設置と活動開始

のタイミングや関係機関との活動調整、広域応援要請のタイミング等を記述した。 

 

(3) 応急対策別シナリオ 

定量的な被害想定結果をシナリオに反映し、応急対策ごとに、被害と応急対策の需給

バランスを時系列に従って検討した。応急対策実施のタイミングや実施内容の効果を想

定したシナリオを作成した。 

今回の調査では、項目別に以下のシナリオを作成している。 

○ 医療救護活動シナリオ  ○ 消火活動シナリオ    ○ 救出活動シナリオ   

○ 被災者救援活動シナリオ ○ 中長期対応活動シナリオ ○ 津波避難シナリオ 

 

(4) 被災者や防災機関の対応予測 

被害想定結果に影響する被災者や防災関係機関の対応を予測して、被害量を想定して

いる。 

被災者の対応については、例えば、神奈川県では、津波避難の経験者は少ないことか

ら、東日本大震災時の津波経験が少ない地区における対応事例を参考にしながら、神奈

川県沿岸住民に対して、津波避難の意識調査を行った。その結果を用いて、より現実的

な津波避難の状況を予測し、「津波避難シナリオ」を作成している。また、この予測結果

を用いて、津波による死傷者の推計を行った。さらに、規模の大きな延焼火災における

避難状況についても予測し、推計を行った。 
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一方、防災機関の対応については、例えば、地元消防機関における消火活動の対応を

予測して、出火に対する消火の可否を判定し、延焼状況の予測を行った。 

 

(5) 激甚ケースのシナリオ 

定量的な予測手法は適用できないが、被害が発生した場合、被害が甚大で、対策活動

に大きな影響を与える項目を「激甚ケース」として、被害の定性的な想定を行った。 
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４．２ シナリオの種類と内容 

 

 (1) シナリオの種類 

 

ア 被害シナリオ 

被害想定結果を基に、応急対策活動に関係する被害の発生状況や推移、交通やライフラインの支

障・復旧状況等を記述したものである。 

 

イ 県災害対策本部シナリオ 

応急対策活動の実働的活動を指揮、調整する業務を対象としたシナリオで、県災害対策本部の事務

局（統制部）と現地災害対策本部の事務局が行う活動を記述している。 

 

ウ 医療救護活動シナリオ 

被災地内で発生する負傷者に対して、医療機関、市町村、県等がどのように対応するのかを検討し

ている。特に、被災地内における医療活動や負傷者の搬送、応援派遣の状況等を対象としている。 

 

エ 消火活動シナリオ 

被災地内で発生する延焼火災に対して、消防機関や県がどのように対応するのかを検討している。

特に、延焼火災に対する地元の消防（局）本部や消防団の活動、応援消防部隊の派遣や活動調整、延

焼火災からの避難等を対象としている。 

 

オ 救出活動シナリオ 

被災地内で発生する自力脱出困難者（要救出者）に対して、消防機関、警察、自衛隊、市町村、県

がどのように対応するのかを検討している。特に、消防機関や消防団の活動、応援消防部隊、警察、

自衛隊等の派遣や活動調整等を対象としている。 

 

カ 被災者救援活動シナリオ 

被災地内で発生する被災者・避難者に対して、市町村や県がどのように対応するのかを検討してい

る。特に、避難所の開設・運営、食料や緊急物資の確保と輸送・配布、被災者に対する様々な救援活

動を対象としている。また、併せて帰宅困難者対策と要配慮者対策も検討している。 

 

キ 中長期対応活動シナリオ 

発災後約１週間から３年にかけて中長期的に対応すべき活動を網羅的に検討している。特に、中長

期に及ぶ医療活動や被災者救援活動、住宅の復旧、災害廃棄物の処理、経済復旧等を対象としている。 

 

 ク 全体シナリオ 

  上記のアからキまでのシナリオを統合し、「県」、「被災地の市町村・関係機関」、「応援を行う関係

機関」に分けて記述したものである。 
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ケ 津波避難シナリオ 

南海トラフ巨大地震を対象に、大きな揺れや津波情報に対して住民がどのような避難行動をとるか、

また、発生した状況（被害）に対して市町村や県等がどのように対応するのかを検討している。 

 

 コ 激甚ケースのシナリオ 

発生した被害が甚大で、対策活動に大きな影響を与える「激甚ケース」を、応急対策ごとに検討し

ている。 

 

 (2) シナリオ作成対象地震 

想定地震名 
シナリオ 

の作成対象 
作成するシナリオの種類 

都心南部直下地震 ○ (1)ア～クの全てのシナリオ 

三浦半島断層群の地震 －  

神奈川県西部地震 ○ (1)ア～クの全てのシナリオ 

東海地震 －  

南海トラフ巨大地震 ○ (1)ケの津波避難シナリオ 

大正型関東地震 ○ (1)ア～クの全てのシナリオ 

（ 

参 

考 

地 

震 

） 

元禄型関東地震 －  

相模トラフ沿いの最大クラスの地震 －  

慶長型地震 －  

明応型地震 －  

元禄型関東地震と国府津－松田断層帯

の連動地震 
－  

 

 (3) 想定条件（地震発生日時） 

シナリオを検討する際の前提として、災害対策の実施にあたって、条件が厳しい「冬の 18 時発災」

を中心に検討を行った。「冬の平日５時」、「夏の平日 12 時」や「人の移動の多い時間帯」、「休日昼間」

等の需要量や対策の実施に影響を与えると予想される条件については、特徴的となる部分についての

み検討を行った。 

なお、中長期対応活動シナリオにおいては、特に対象地震による被害量や地理的要因によって需要

量が左右されることから、シナリオ作成の前提条件は、被害量が最も多くなり、災害対策の実施にあ

たって最も条件が厳しい「冬の 18 時発災」に絞り込んで検討した。また、津波避難シナリオにおい

ても、津波避難にとって条件が厳しい「冬の深夜（午前０時）」に絞り込んで検討した。 
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４．３ シナリオの作成方法 

 

シナリオの作成にあたっての、基本的な検討の流れを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討の前提条件の提示（事務局が用意） 

定量的被害量 

重要施設の被害想定 

対策需要量 

・必要となる要員、資機材、

対応量等 

供給可能量 

・対応できる対応量、資機材

量等 

対応の基本設定 

・需給量設定のた

めの基本的な

対応方針 

需給量の分析 

・県内（地域内）で対応可能か。広域応援は必要か。 
・どの時期に不足が発生するのか。 
・どの地域に不足が発生するのか。どの地域は応援可能か。 
・いつ活動が始まり、いつピークになり、いつ終了するのか。

・広域応援は、いつ到着して、いつから活動するのか。 

シナリオの検討（ワーキンググループで議論） 

被害状況の検討 

・防災対策に関連する被害や社会状況の検討（被害の発生・重要施設の被害・交通・

ライフライン支障等） 

対策項目の実施タイミング、内容・範囲、項目間の関連性の検討 

・大きく、被災地（医療機関、市町村）、県、関係機関、応援機関（市町村、国等）に

分けて、以下を検討 
〇対策項目のタイミング（開始、ピーク、終了：対応の可否） 
〇対策項目の実施内容・範囲（計画に対して実際に対応できる対策の内容や範囲） 
〇対策項目間の関連性と影響度（対策の実施状況の波及影響） 

条件の違いによる特徴の検討 

・前提条件の違いによる被害状況や対策実施状況の特徴的事項を検討 
〇発災時刻、季節や天候等の違いによる被害状況の違い 
〇発災時刻、季節や天候等の違いによる対応状況の違い 

激甚ケースの検討 

・激甚ケースとなる状況の設定とその際の対応状況の想定と課題の検討 

対策課題の検討 

・シナリオから指摘される対策上の課題とその解決策の検討 
 →地震防災対策検討・効果分析ワーキンググループにおいて検討 
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各対策項目別シナリオの作成の流れを以下に示す。 
 
(1) 医療救護活動シナリオの作成フロー 

 

 

  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①基本条件の設定、整理 

1)対象地震 

2)前提条件 

3)対象範囲・対象時間 

②医療救護活動シナリオに係る対策需要量の設

定 

1)対策需要量の対象の選定 

 死傷者、病院等医療機関の被害 

医療搬送需要等 

2)対策需要量の想定方法の決定 

⑥シナリオの作成 

・②から⑤の検討結果を相互に反映し、シナリオを作成 

⑤医療救護活動における対策内容 

・県医療救護計画 

③医療救護活動シナリオに係る供給可能量の

設定 

1)供給可能量の対象の選定 

災害拠点病院、医師等医療関係者 

医療搬送等 

2)供給可能量の想定方法の決定 

④医療救護活動における対策需給バランスの検

討 

1)需給バランスの検討にあたっての基本方針

2)需給バランスの比較 
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(2) 消火活動シナリオの作成フロー 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①基本条件の設定、整理 

1)対象地震 

2)前提条件 

3)対象範囲・対象時間 

②消火活動シナリオに係る需給量の設定と需給バラン

スの検討 

1)需給量の設定 

・出火件数、焼失棟数・焼失面積（定量的被害量）

・消防力（ポンプ車数、可搬ポンプ数、水利等） 

・一時避難者数 

・広域避難場所 

2)需給バランスの検討 

・出火件数、焼失棟数・焼失面積と消防力の需給

バランス 

・一時避難者数と広域避難場所の需給バランス 

④シナリオの作成 

・②と③の検討結果を相互に反映し、シナリオを作成 

③消火活動における対策内容 

・消防計画 

・県地域防災計画 

・広域応援計画、受援計画

210



 
 

(3) 救出活動シナリオの作成フロー 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①基本条件の設定、整理 

1)対象地震 

2)前提条件 

3)対象範囲・対象時間 

②救出活動シナリオに係る要救出量（対策需要

量）の設定 

1)要救出量（対策需要量）の対象 

 救出人数、救出箇所数（要因別） 

2)要救出量の想定方法 

⑥シナリオの作成 

・②から⑤の検討結果を相互に反映し、シナリオを作成 

⑤救出活動における対策内容 

・県地域防災計画、広域応援計画 

③救出活動シナリオに係る救出要員等の供給

可能量の設定 

1)供給可能量の対象 

救出活動人数、資機材・要員等（消防、警

察、自衛隊）：対象救出種別 

2)供給可能量の想定方法 

④救出活動における需給バランスの検討 

1)需給バランスの検討にあたっての基本方針 

2)需給バランスの比較 
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(4) 被災者救援活動シナリオの作成フロー 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①基本条件の設定、整理 

1)対象地震 

2)前提条件 

3)対象範囲・対象時間 

②被災者救援活動シナリオに係る対策需要量の

設定 

1)対策需要量の対象 

 避難者等、物資量等 

2)対策需要量の想定方法 

⑥シナリオの作成 

・②から⑤の検討結果を相互に反映し、シナリオを作成。 

⑤被災者救援活動における対策内容 

・県地域防災計画 

③被災者救援活動シナリオに係る供給可能量

の設定 

1)供給可能量の対象 

避難所、物資量、輸送手段等 

2)供給可能量の想定方法 

④被災者救援活動における対策需給バランスの検

討 

1)需給バランスの検討にあたっての基本方針 

2)需給バランスの比較 
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(5) 中長期対応活動シナリオの作成フロー 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

①基本条件の設定、整理 

1)対象地震 

2)前提条件 

3)対象範囲・対象時間 

②中長期対応活動シナリオに係る対策需要量の

設定 

1)対策需要量の対象の選定：避難者数、被災

者数、必要住宅数、必要応急修理住宅数、

災害廃棄物量、粗大ゴミ・し尿量、経済的

被害（直接）、関連死者数等 

2)対策需要量の想定方法の決定 

⑥シナリオの作成 

・②から⑤の検討結果を相互に反映し、シナリオを作成 

⑤中長期対応活動における対策内容 

・県地域防災計画他、県資料 

・国交省資料等 

③中長期対応活動シナリオに係る供給可能量の設

定 

1)供給可能量の対象の選定：避難所数、物資供

給量、応急仮設住宅建設数、民間借上住宅数、

住宅応急修理数、災害廃棄物量、粗大ゴミ・

し尿処理量等 

2)供給可能量の想定方法の決定 

④中長期対応活動における対策需給バランスの検

討 

1)需給バランスの検討にあたっての基本方針 

2)需給バランスの比較 
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(6) 津波避難シナリオの作成フロー 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①基本条件の設定、整理 

1)対象地震 

2)前提条件 

3)対象範囲・対象時間 

④避難行動の予測 

1)避難の条件 

・避難行動の開始 

・避難所要時間 

・避難先 

・要配慮者等の有無 

2)避難の状況 

・時間経過別の所在位置 

・津波の巻き込まれ 

⑦シナリオの作成 

・②から⑥の検討結果を相互に反映し、シナリオを作成 

③アンケートの実施 

・属性 

・避難意向 

・避難先、避難所要時間等 

②住民・滞留者等の状況 

1)在宅者の分布 

2)外部からの流入者数 

3)要配慮者の状況 等 

⑥死傷者等の発生 

1)死傷者数 

2)取り残された人数 

 避難ビル、自宅等 

⑤津波対応計画 

・広報 

・避難誘導 

・救出 
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